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受傷からの治療経過

平成16年11月 交通事故にてC4/5頚髄損傷及び、
肺挫傷・左股関節脱臼・左膝靱帯断裂
八王子医療センターへ救急搬送
観血的固定術・ハローベスト施行

平成17年2月 某国立リハビリテーションセンター転院
平成17年8月 自宅退院

平成17年8月 訪問看護利用開始・ヘルパー利用開始
東京天使病院外来リハビリ開始



身体状況および生活状況

頸髄４/５レベルの不全四肢麻痺
左上肢は６・７番までの機能改善。
肩・肘までの機能は概ね随意的に使用可能
右上肢機能は６番まで機能改善。
７番機能は一部（肘伸展）使用可能。
感覚は表在・深部共に障害部位以下減弱（VAS７~８/１０）
肩関節に軽度の関節可動域制限あるも他はNORMAL。
反射更新、痙性強いも有用な痙性として利用。
膀胱直腸障害残存。膀胱婁対応。起立性低血圧。
左上肢で電動車椅子操作。及び自助具使用にてPC操作。
現在８歳及び５歳の子供がいるシングルマザーです。
ヘルパーさんの協力もあり、育児までパワフルにこなす。



在宅生活の様子
「移乗に欠かせないリフト」
ヘルパーさんが１人で 車いすに乗せる時
に利用。天井据え付け型で、リフトユニット
は寝室と浴室で兼用しています。

外出用とお風呂用で２枚のネットを
持っています
病院では、ネットを共有で使用してい
たので、その都度、敷き込んだりが、
手間でしたが、自宅では、ネットを着け
たまま座っています。
但し、褥そうの出来やすい方は、取り
外すことをお勧めします。



在宅生活の様子
「入浴用車いす・シャワーチェア」

MIKUNI                    
入浴は週２回、訪問看護師
さんが入れてくれます
車いすに座ったまま浴槽に
入れます。既存の浴室（１坪
バリアフリータイプ）に、レー
ルを取り付けるだけで、自
宅のお風呂に入ることが出
来ました



TOTO
汗ばむ季節は、ヘルパーさんに
シャンプーをお願いしています。
私は前屈姿勢で洗うのですが、
車いすがリクライニングすると、
少し楽に洗えます。
夏は本当に有り難いです

在宅生活の様子
「車いす対応洗髪洗面化粧台」



在宅生活の様子
「床下収納！！」

介護ベッドで、子供達との添い寝を叶えてくれ
ました。バルーンカテーテルが入った状態で、
幼い子供達との添い寝は諦めていました

ベッドを低くすると、高低差が無いので膀胱炎
になる危険。逆に高くては、子供が転落して
危険。
そこで思いついた、「床下収納！！」

これなら、高低差も転落の危険も回避出来て
goodでした 「押してダメなら引いてみる」です



在宅生活の様子
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東京天使病院 リハビリ科の先
生が、加工してくれました。
全く動かなかった左手が、ＤＶＤ
のリモコンや、もう１台のエアコン
まで操作できるまでになりました
パソコンも、特製のアルミのペン
で、かなりの速さで打てるまでに
なりました。こうした 支えて下さ
るたくさんの方々への感謝の気
持ちをこのペンに託しています



在宅生活の様子
「私の玄関」

UNI昇降機
事故で車いすの生活となって、
一番先に浮かんだ出入り口の改
修工事。元の玄関までのアプロ
ーチを壊さずに出入りが可能に
なりました。子供達は、昇降機が
上にあると「お母さんがいる」と、
するどい観察力です(^-^)

手が自由に動かない状態では、
センサーライトはとても便利です



在宅生活の様子
「しゃべる・インターホン」

ベッドサイドから、インターホンに
出ることができ、子供達が学校や
保育園に行く時、「いってらっ
しゃーい」と元気に言えて 外遊
び中も、見守ることが出来る優れ
ものです 。



在宅生活の様子
「ただいま！！」

外から戻ると、サッシに板をは
め込んで室内へ（外へ出る時
も）使わないバスタオルを敷い
て、タイヤをアルコールで拭い
てもらいます

サッシ幅、６９ｃｍ
車いす ６６ｃｍ
ギリギリです＾＾；

四季を身近に感じられるデッキ
本当に有り難いです。



在宅生活の様子
「左手にたくさんの思いを込めて」



在宅生活の様子
「愛車です」

現在

初代・3人乗り

最高時速６ｋｍの高速仕様
成長する子供達に追いつくた
めに改良。車輪は、指を挟ま
ないようにカバーを。

http://jibundenai.exblog.jp/


在宅生活の様子
「お出かけ・お休み必需品」

体温調整が出来ないので、
外出は色々工夫が要ります
電子レンジで何度も使える
湯たんぽなど、肩が痛むので、
襟巻タイプも重宝しました

除湿機能があるマットレスでも
15時間近く仰向けなので、夏は
暑いです。
ペット用冷却シートやアイスノン
冷えピタなしでは乗り切れませ
んでした>_<

My Pictures


在宅生活の様子
「住まいのあれこれとホームエレベーター」

2003年に購入した建売住宅でし
たが、「子供達と3人で暮らす」と、
決めたので
思い切ってエレベーターを取り
付けることにしました
大幅な間取りの変更、出費…
悩みに悩んだ末の決断でした

２階EVホール（元クローゼット部分）
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在宅生活の様子
「お母さんのありったけの気持ちです」

ふたを開けたとき、「わーっ！お
いしそう！」と、喜ぶ顔が見たく
て…(^-^)
朝早くからのお弁当づくり、ヘル
パーさんにいつも「感謝」です

手が震えないように，息を止め
て描いていました。それでも、
「お弁当」作ってあげたかった…
私に出来る、精一杯の「想い」を
伝えたかった。私にできる最大
の「愛情弁当」です♪



「急性期病院とリハビリ」

リハビリの先生は毎日、いらしてくれました。気管切開していて、手
足がまったく動かない私のための、ボイスコールを用意して下さい
ました。

首の固定手術を受けて、一般病棟へと移っても、気切カニューレは
苦しく、ハローベストを装着した身体はひどく傷みましたが、その苦
しさを超えなければ、自宅へ戻ることは不可能で、いつも涙をこぼ
し、起立性低血圧で気を失いながらリハビリに臨みました。

当時の主治医の先生も、「全身麻痺」という現実を受け入れながら
も、決して諦めることなく、「イメージを大切に」と、リハビリの指示を
して下さいました。

東京医科大学病院付属 八王子医療センター
ＩＣＵ・整形外科病棟・リハビリテーション科



時には病室まで「起立台」を運んで下さったのも、後々のリハビリ
で、「伝説」と言ってもいいくらい、有り難いことでした。

そして、たくさんの管につながれ、苦しくて、逃げ出したいとき、い
つも話を聞いてくださったのも、リハビリの先生方や病棟の看護師
さんでした。

主治医の先生にも、看護師さんにも、リハビリの先生にも恵まれ
たおかげで、次のステップに踏み出すことができました。感謝・感
謝に尽きます。

「急性期病院とリハビリ」
東京医科大学病院付属 八王子医療センター
ＩＣＵ・整形外科病棟・リハビリテーション科



某国立リハビリテーションセンター

「回復期病院とリハビリ」

急性期病院で４カ月を過ごし、「在宅」へ戻るために再度入院した
施設。
「第４，５番頚椎損傷は何をしても無駄」これが、私を担当した主治
医の先生の見解でした。ただ、唯一の救いは、やはり担当して下さ
った、リハビリの先生。いつも、話を聞いてくれて、一刻も早く、子供
たちの待つ家に帰りたい。その想いを汲み取ってくれたのが、リハ
ビリの先生です。「某国リハ」での生活は、とにかく我慢。我慢。我
慢。でした。

国立のためか、頚椎損傷者に用意されたリハビリは、週４回。本来
４５分間のリハビリが、一人の先生が何人も受け持つため、実質は
１５分程度のストレッチ。後はベッドで待つだけ。作業療法も、ストレ
ッチ１０分に、「食事訓練」や「お絵描き」を、バランサーと言う器械
をつけて２０分程度でした。



某国立リハビリテーションセンター

「回復期病院とリハビリ」

水曜日はカンファレンスでリハは無し。入院中の検査がリハの時
間に重なると振り替えなし。
土・日はもちろん？リハはお休みで、家族の面会が無ければ、車
いすにすら乗れない。
病棟スタッフお昼休みの都合で、毎日、１１時に車いすに移り、１
６時にベッドに戻る。

それ以外も規則・規則・規則のがんじがらめの生活で、床ずれ予
防の「体位交換」さえ、２時間おきの時刻表通りで、身体の痛みを
訴えても、「あと、１時間あるでしょ！」と、無視される。
そんな生活の中での支えは、病院の方針に疑問を抱く一部の看
護師さんと、母として、一刻も早く自宅に戻れるようにと、優しく、
厳しく支えて下さったリハビリの先生。本当に、先生方に巡り合え
たおかげでの「今」だと思っています。



「在宅での主治医の先生」
かわさきクリニック 院長 川崎主税医師
（前・東京天使病院 リハビリテーション科 部長）

退院後、自宅から車で２０分ほどの東京天使病院を掛り付け院と
し、体調管理とリハビリでお世話になっています。その後主治医の
先生が、自宅から１５分の距離に開院されました。
現在は、２か月に１度、バルーン交換に行っています。緊急時に
は往診もして下さり、体調だけでなく、家庭状況や精神的な部分ま
で優しく温かく、本当にきめ細やかな応対をして下さいます。
敷地内にある調剤薬局では、「薬の配達」なるサービスもあり、薬
剤師さんが必要に応じてお薬や、必要な備品（グリセリン、シリン
ジなど）を届けてくれて助かっています。
幸いなことに、川崎先生の弟さんは整形外科を担当していて、鬼
に金棒とはこのことです。また、自宅の改修や入院が必要な時、
東京天使病院では、「リコライト」を用意して、備えて下さるなど、
たくさんの方の配慮があって、安心した生活が送れています。



東京天使病院 リハビリ科 科長 佐々木 良先生
（偶然一文字違いで親しみが持て、とても頼りになる方です）

リハビリは主に、手足のストレッチと、起立台です。
血圧が９０／７０（低い時は ６０/ ４０と）普段から低いため、起立性
の低血圧を多発します。血圧のためにも、内臓のためにも、起立台
に乗ることは大切でした。
現在、週に１度のリハビリを受けています。病院までの通院手段に
介護タクシーを利用していて、１回３，０００円ほど掛るのと、子供達
がまだ幼いため、時間的都合を考慮して１度にしています。
後は、子供達の学校や保育園、食事のメニューや買い物、家事の
手配、アルバイトさんの人の手配や給与などなど、雑務も多く、日々
、「生活リハ」だと思って励んでいます。
子供達と生活することで、外出に耐えられる身体となり、必要に迫ら
れてパソコンが鍛えられ膀胱炎や風邪など、自分の体調にも気を配
るようになりました。

現在のリハビリの先生



退院後、月・金の週２回、訪問看護を受けています。
時間は１０：００～１２：００（排泄１時間、入浴１時間）
バイタル（血圧、体温、酸素、その他の状態）チェック、２週に１度
バルーン交換訪問看護料は、保険適用のため、交通費のみ負担
ですが、バルーンが詰まったり、急な排泄が夜間・早朝・休日と
なった場合は、別途5,000円が掛ります）

入院中は常に看護師さんがいて、ナースコールが出来ますが、
「在宅」では、そうはいきません。もちろん、２４時間体制で連絡は
可能ですが、連絡から到着まで早くても３０分は掛かります。
完全に…は無理でも、ある程度の排泄のコントロールが必要で
す。

訪問看護



訪問看護
次に食事ですが、一時装具をつけて頑張りましたが、今はヘル
パーさんに介助してもらっています。
食事の量も、訪問日に合わせて調整したり、食物繊維は控えたり
と、若干無理はありますが、訪問日以外の排泄も、精神的、経済
的負担が大きいので我慢の範疇です(^^;)

私がお世話になっている元八訪問看護ステーションの方々は、と
ても親身な対応をして下さり、全身麻痺のお母さんと、幼い息子
たちとの3人暮らしをサポートして下さいます。

不安いっぱいで、身体も痛みばかりで、「このまま死んだ方が楽
é」と、マイナス志向ばかりが優先した時も、時に厳しく、温かく見
守って下さいました。きっと、こうした出会いがなければ、今の生
活はなかったと思っています。



怪我をして３年半é

一命を取りとめて以来、数え切れないほどの方たちに支えられて生
きてきました。
これからも、たくさんの方々の手を借りて生きていきます。
だからこそ、私にできることを精一杯頑張ることで、皆さんへの恩返
しが出来ればと思います。出来ることは数少ないけれど、せっかく
与えられた第2の人生を、決して無駄にすることなく、これからの生
き方で「何か」できることを探していくつもりです。

みなさん本当に ありがとうございます。
私がこうして怪我と現状に向き合えて、与えられた試練を受け入れ
られたことは、無意味なことではなかったと信じています。

ブログhttp://jibundenai.exblog.jp/

疑問・質問・愚痴・雑談・・・なんでも可です(^ -^)v

http://jibundenai.exblog.jp/

